
神

々

の

古

事

記

本

殿

（

右

殿

）
・

稲

荷

社

「
八
雲
立
つ
」

八

俣

の

大

蛇

を

退

治

し

た

須

佐

之

男

命

は

、

櫛

名

田

比

売

と

の

婚

儀

を

行

う

た

め

、

出

雲

の

国

に

宮

殿

を

建

て

る

こ

と

に

し

ま

し

た

。

こ

の

地

に

宮

殿

を

つ

く

ろ

う

と

し

た

と

き

、

白

い

雲

が

幾

重

に

も

立

ち

の

ぼ

る

さ

ま

を

見

て

命

が

歌

を

詠

ま

れ

た

。

「

八

雲

立

つ

出

雲

八

重

垣

妻

ご

み

に

八

重

垣

作

る

そ

の

八

重

垣

を

」

そ

し

て

、

櫛

名

田

比

売

と

結

ば

れ

、

八

島

士

奴

美

神

が

生

ま

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

大

山

津

見

神

の

娘

、

神

大

市

比

売

を

妻

と

し

て

、

穀

物

の

神

で

あ

る

大

年

神

、

同

じ

く

宇

迦

之

御

魂

神

を

生

ま

せ

ま

し

た

。

こ

の

八

島

士

奴

美

神

よ

り

五

代

先

に

大

国

主

神

が

誕

生

し

ま

す

。

そ

の

後

、

須

佐

之

男

命

は

母

の

国

を

訪

ね

根

堅

洲

国

へ

と

旅

立

ち

ま

し

た

。

廣

峯

神

社

の

本

殿
（

向

か

っ

て

左

側

）

に

は

、

素

戔

嗚

尊

の

御

子

神

で

あ

る

大

年

神

、

さ

ら

に

孫

神

等

が

祀

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

大

年

神

は

年

神

さ

ま

と

呼

ば

れ

、

正

月

に

飾

る

門

松

や

鏡

餅

は

こ

の

神

さ

ま

を

迎

え

る

依

代

で

あ

り

、

毎

年

、

新

年

に

や

っ

て

く

る

大

変

お

め

で

た

い

神

さ

ま

で

も

あ

り

ま

す

。

本

殿

裏

に

あ

る

稲

荷

社

に

祀

ら

れ

て

い

る

の

が

倉

稲

魂

命
（

宇

迦

之

御

魂

神

）

で

、

一

般

に

は

商

売

繁

盛

の

神

さ

ま

と

し

て

有

名

で

す

。

し

か

し

本

来

は

、

五

穀

（

米

、

麦

、

粟

、

き

び

、

豆

）

と

養

蚕

を

司

る

穀

物

神

で

あ

り

、

産

業

振

興

や

家

内

安

全

、

芸

能

上

達

で

も

信

仰

さ

れ

る

人

気

の

神

さ

ま

で

す

。

歌

を

詠

ん

だ

素

戔

嗚

尊

は

、

文

学

、

学

問

の

神

さ

ま

で

も

あ

り

ま

す

。


